
令和５年度 第３回 花川小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年１０月２６日（木） １４時００分から１６時００分まで 

２ 開 催 場 所  花川小学校 ２Ｆ 会議室 

３ 出 席 委 員  高倉 学、佐々木 聡、長谷 寿美子、名倉 招司、 

河合 郁美、田中 朋子、北村 健二、高倉 毅文 

４ 欠 席 委 員  武田 則治 

５ オブザーバー    佐藤 拓男（北部協働センター長）、長屋 立子（花川幼稚園長） 

新田 浩一（花川町自治会長）､北村 敏治（西丘町自治会長） 

６ 学    校   白井 伸博（校長）、宮﨑 幸治（教頭）、中野 朋慶（教務）、 

中村 好明（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 中村 好明 

 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、佐々木委員から会長を推挙する旨

の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

11 協 議 事 項   

（１） 学校運営の前期の活動について 

（２） 学校支援の前期の活動について 

（３） 児童や学校の様子について 

（４） 学校評価の項目について 

 

12 会 議 記 録 

  司会の宮﨑（教頭）から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

   

 （１）学校運営の前期の活動について 

議長の指示により、白井（校長）から、別紙資料に基づき学校運営の前期の活動について説明

があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ 就学説明会は、先生方との距離が近くなるので良いと思う。今年は通学している父兄の方

も参加してくれ、話をしてくれて大変良い会になった。（佐々木委員） 

・ 就学説明会に参加してみて、とても身近に感じた。実施時期を、早めに親御さんに伝えて

いきたいと思う。（名倉委員） 

・ 就学説明会の実施時期については、なかなか難しい。曜日・時間なども考えていきたい。

（白井（校長）） 

・ 就学説明会の大まかな実施時期を学校だより等へ載せてもらえると、親御さんも助かると

思う。（名倉委員） 

・ 幼小合同運動会での幼稚園の発表がよかった。（北村（西丘町自治会長）） 



・ 地域の人々が参加してくださり、盛り上げていただきありがとうございました。（長屋（花

川幼稚園長）） 

・ 資源物回収の時、雨天の場合の地域との連絡がうまく取れないことがあった。密に連絡が

取りあえる方法を考えていきたい。（北村委員） 

・ 常設してあるボックスもあるので、場所等をもう少し PRすれば少しは解決するのではない

かと思う。（高倉毅委員） 

・ 学校では、ペットボトルのキャップを集めているのか。（北村（西丘町自治会長）） 

・ ペットボトルのキャップは学校では集めていないが、違うところに出しているのではない

かと思う。福祉の関係でワクチンに変えることができる。（高倉毅委員） 

・ 学習ボランティアに参加させていただいて、家庭での子供の様子と違う面が見られてよか

った。（田中委員） 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）学校支援の前期の活動について 

議長の指示により、佐々木委員（学校支援コーディネーター）から、別紙資料に基づき学校支

援の前期の活動について説明があり、委員から、以下の発言があった。 

・ 親子レクを担当させてもらった。去年は打ち合わせできなかったが、今年は、直接講師の

先生と打ち合わせができ、大変良かった。（田中委員） 

・ クリーンウォーク・親子レク・プール掃除と続くのは大変だったかもしれない。（佐々木委

員） 

・ 飽きずにできたのは良かったのではないかと思う。（田中委員） 

・ プール掃除は、日曜日であって、親として参加でき大変ありがたかった。（北村委員） 

・ しばらく前から読み聞かせボランティアをしているが、人数は少ないが、今は昔に比べる

と大変である。（河合委員） 

・ 浜松市でも、任意で地域コミュニティ協議会を立ち上げなさいと言われている。地域人材

の発掘・整理が大変である。ボランティア不足であるので、協働センターでも育成に手掛

けている。（佐藤（北部協働センター長）） 

 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３）児童や学校の様子について 

議長の指示により、宮﨑（教頭）から、児童や学校の様子について VTR等で説明があり、目的・

内容共に理解した。 

 

（４）学校評価の項目について 

  議長の指示により、中野（教務）から、別紙資料に基づき学校評価の項目について説明があり、

委員から、以下の発言があった。 

・ 学校で実施し、説明しながら行うのか。（高倉委員） 

・ 学校で行う。タブレットでもできるが、あえて手書きにするのは、答えの筆圧だったり、

迷ったりしたことが分かりやすくなるから。（中野（教務）） 

 

その他報告事項等 

 司会から、次回会議は、令和６年２月２０日（火）午後２時００分から２階会議室で開催する

旨の報告があった。 


